
 

令和８年度 第２回 和田東小学校運営協議会 会議録(要点記録) 

 

１ 開 催 日 時  令和８年６月５日（金） １３時３０分から１５時００分まで 

２ 開 催 場 所  和田東小学校 会議室 

３ 出 席 委 員  渡瀬 三郎、小出 幸雄、鈴木 佐知子、中村 まゆみ 

伊藤 月見、久保田 創、伊藤亜紀子 

４ 欠 席 委 員  なし 

５ オブザーバー  堀内 信広（天竜協働センター長） 

６ 学   校  堀部 憲一（校長）、芹澤 純子（教頭）、田中 寛人（教諭） 

飛永 百合子（ＣＳディレクター） 

７ 教育委員 会  山本 俊行（学校・地域連携課） 

８ 傍 聴 者  なし 

９ 会議録作成者  ＣＳディレクター 飛永 百合子 

10 議長の選出 

司会から、議長の選出について意見を求めたところ、鈴木委員を推挙する旨の発言があり、全

員異議なくこれを承認した。 

11 協 議 事 項   

  「解決すべき子供・学校の課題について」 

（１）子供・学校の課題 

（２）次回学校運営協議会の熟議テーマ 

12 会 議 記 録 

  司会から、委員総数７人全員の出席があり過半数に達しているため、会議が成立している旨の

報告があった。また、前回の会議録について説明があった。 

 

（１） 子供・学校の課題 

議長の指示により田中教諭から、子供たちの実態と学校の取組について説明があった。 

・子供たちが、受け身で、安全意識が低いことを踏まえ、自ら考え取り組んでいくものとし

て、新たに「にこぴんプロジェクト」（体育・給食・読書・健康安全）を始めた。 

・子供たちにどんな力が必要か、学年ごと取り組ませたいことなどご意見を伺いたい。 

校長からも、将来的に地域を考えられる子供を育てたいとの思いであることが話された。 

委員から以下の発言があった。 

・プロジェクトは委員会の代わりなのか、リーダーはいるのか。（月見委員） 

・代わりではなく、５・６年生が自ら課題を解決していくもの。リーダーもいる。 

  ・教室のほこりがとても多いが掃除はしていないのか。（月見委員） 

・今年度は時間枠での時間は設けず、各学年で実施している。（田中教諭） 

・お掃除の手伝いをすることはできる。（月見委員） 

・ゴミが落ちていたら拾うということがあまりできていない。（教頭） 

・朝子供たちにあいさつをしているが、以前に比べて元気がない。（渡瀬委員） 



・運動場が広くてすばらしい。にこぴん池をきれいにしてほしい。２０周年の時につくった

「わの森」の看板が薄くなって見えない。子供たちの手できれいになるといい。（中村委

員） 

・つつじが大きくなると子供たちが見えないので、また刈り込んでほしい。（鈴木委員） 

・安間川にへびがいるので入ってくる。みどりの教室では、以前は畑をつくっていたが、今

はへびや蜂が危険で入れない状態だ。（中村委員） 

・環境整備も子供たちができるといい。運動会の前日、砂を入れていたら子供たちが手伝っ

てくれた。手伝いたい気持ちは持っている。（教頭） 

・砂入れを見ていた近隣の方が手伝わなくていいのかと自治会に電話してくれた。そのよう

な地域の方の気持ちが子供たちにも伝わっている。（校長） 

・学校のことを地域の方がよく見てくれている。（鈴木委員） 

・クリーン作戦をPTAでやってくださるが、子供たちにもいい影響になると思う。（教頭） 

・にこぴんプロジェクトはどのように進めるのか。（久保田委員）  

・５・６年の担任４人が相談役になっている。子供たちが課題を調べ、どのようにしていく

か考え実践する。また見直していく。１学期１サイクルを考えている。（田中教諭） 

・子供たちの自主性を待つと時間はかかる。（教頭） 

・昔は経験豊かな者の言うことは聞いていたが、今はネット情報の方が信頼されている。し

かしネット情報は合っているかはわからない。伝える手段としても、メール等やリモート

では、電話や対面のようには伝わらない。電話や対面も大切にしたい。高齢者の生活支援

を継続して行うのはなかなか大変だ。いいことをしてもニュースにならないが、大人が姿

を見せないといけない。（小出委員） 

・にこぴんプロジェクトで、子供たちが、どんな決まりをつくったらいいのかという考えに

繋がっていくのだろうか。まず一歩やってみることが大切か。（鈴木委員） 

・昔は虫捕りをしたが、今は虫を怖がる。環境も変わってきているので、学校で自然環境

と触れられるとありがい。（亜紀子委員） 

 

（２） 次回学校運営協議会の熟議のテーマ 

・たくさんの意見をいただいたので、それを参考にテーマを決め、地域の方と協議する。（鈴

木委員） 

 

教育委員会より 

 活発な熟議ができていた。子供は大人の鏡であることは、印象的な内容だ。ＡＩに頼ること

が増えてきたが、頼り過ぎないことが大切。他の方法も取り入れて面倒なことも楽しい環境

になるといい。 

 

 

その他報告事項等 

 司会から、次の会議は、11月６日（金）に教員も参加して開催する旨の連絡があった。 


